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環境省「対話フォーラム」

•前提…汚染土再利用方針ありき.
「理解」のおしつけ？

•人選…政府側の主張のみを話す人たちのみ登壇

•汚染土再利用をめぐる反対・懸念を表明する立
場の人たちは登壇させない
→対等な議論にはなりえない

•「福島の復興のために、汚染土再利用が必要」
というロジックの 刷り込み。

環境省は、公聴会を行い、反対意見も含めた意
見聴取を行うべき。
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環境省「再生資材化した除去土壌
の安全な利用に係る基本的考え方
について」（平成 28 年6月 30 日）

放射能濃度を用途に応じて適切に制限した再生資材を、
安全性を確保しつつ地元の理解を得て利用することを目
指す。具体的には、管理主体や責任体制が明確となっ
ている公共事業等における盛土材等の構造基盤の部材に
限定し、追加被ばく線量評価に基づき、追加被ばく線量
を制限するための放射能濃度の設定や覆土等の遮へい措
置を講じた上で、特措法に基づく基準に従って適切な
管理の下で限定的に利用する
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さまざまな問題点
•再利用＝環境中への放射性物質の拡散を許容す
ることになる。

•災害時には流出のおそれも

•道路の盛り土として使った場合、100Bq/kgま
で減衰するのに170年かかる。一方、盛り土の
耐用年数は70年。

•ダブルスタンダード：原子炉等規制法に基づく
クリアランス制度では、クリアランスレベル
（＝「放射性物質として扱う必要がない物」）
の基準は、セシウム137で100Bq/kg
（0.01mSv／年をもとに算出された）。

•住民への説明は？ 情報公開は？
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実証事業

•南相馬市における仮置き場における実証試験お
よび試験盛土
→終了

•二本松市における道路の路盤材への再生利用
→市民の反対で中止

•南相馬市の常磐自動車道4車線化への再生利用
→市民の反対で中止

•飯舘村長泥地区における農地造成への再生利用
→現在進行中
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二本松市での実証事業
住民の反対でストップ

200メートルくらいの農道を掘削し、近くの仮置き場に
積まれた除染土500袋を、袋から出して路床材として埋
め、50cm程度の覆土を行うという計画

「地区の21戸の中で９戸しか参加していない中で、説明
会が開催され、“地元了解”ということにされてしまっ
た。」

「実証事業は、800億円をかけて除染した土を、また3億
5,000万円かけてもとに戻すもの。」 6



南相馬市
常磐自動車道4車線化の盛り土に
再利用する実証事業
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住民たちは猛反対
「実証というが、最終処分だ」
→2021年4月中止判断



他の有害物質の規制は？

•排出基準

•総量規制

•環境基準

•測定義務・立ち入り検査

•改善命令・使用停止命令
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放射性物質は「公害原因物質」
として規制が必要

拡散せず、集中管理すべき

個別の環境関連法によって規制
もしくは放射能汚染防止法の制定を
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